
特
集
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S E I I C H I  M O R I M U R A

森
村

森村 誠一 1933年埼玉県生まれ。青山学院大学卒業後、9年余のホテルマン生活を経て作家活動に入る。 『高層の死角』で第15回江戸川乱歩賞、『腐蝕の構造』で第26回日本推理作家協会 賞、『人間の証明』で第3回角川小説賞を受賞。2003年には第7回日本ミステリー文学大賞を受賞、社会派推理小説の世界で不動の地位を築く。

 2011年には『悪道』で第45回吉川英治文学賞を受賞。近著に『南十字星の誓い』、『祈りの証明　3.11の奇跡』など。
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追
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狩
人

誠
一

1

23

5

4

撮影　タカオカ邦彦　　協力　町田市民文学館ことばらんど

読
書
好
き
の
父
を
も
ち
、
沢
山
の
本

や
雑
誌
に
囲
ま
れ
て
育
っ
た
森
村
誠
一
。

無
類
の
読
書
少
年
で
、『
少
年
倶
楽

部
』
や
高
垣
眸
、
海
野
十
三
、
大
佛

次
郎
な
ど
を
読
み
漁
り
小
説
の
世
界

に
夢
中
に
な
る
が
、
太
平
洋
戦
争
最

後
の
空
襲
で
自
宅
も
宝
物
だ
っ
た
本
も

全
て
失
っ
た
。
焦
土
と
化
し
た
我
が
家

の
跡
に
立
ち
12
歳
の
少
年
は
玉
音
放

送
を
聞
い
て
い
た
。

戦
後
も
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
本
を
耽

読
し
、
高
校
時
代
に
は
元
軍
医
の
伯

父
に
偽
の
診
断
書
を
書
い
て
も
ら
い
、

長
期
休
学
し
て
通
っ
た
町
の
図
書
館
で

『
世
界
文
学
全
集
』
の
読
破
を
試
み
た

と
い
う
。

作
家
を
目
指
し
た
の
は
大
学
卒
業

後
、
ホ
テ
ル
マ
ン
の
頃
だ
っ
た
。
職
場
の

斜
向
か
い
に
文
藝
春
秋
の
社
屋
が
で
き
、

森
村
が
勤
め
る
ホ
テ
ル
を
常
宿
に
執
筆

し
て
い
た
梶
山
季
之
や
笹
沢
左
保
な
ど

の
人
気
作
家
た
ち
に
刺
激
を
受
け
た
。

名
も
な
い
労
働
力
の
一
端
に
過
ぎ
な
い

虚
し
さ
を
感
じ
る
中
で
、
彼
ら
の
生
原

稿
に
触
れ
、
作
家
へ
の
夢
は
大
き
く
膨

ん
で
い
っ
た
。

作
家
デ
ビ
ュ
ー
は

年
。

雪
代
敬
太
郎
と
い
う
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
書

い
た
エ
ッ
セ
イ
が
評
判
と
な
り
、
そ
れ

を
再
構
成
し
た
『
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
悪
徳

セ
ミ
ナ
ー
』
が
最
初
の
著
作
と
な
っ
た
。

年
、
知
人
の
勧
め
で
書
い
た

ミ
ス
テ
リ
ー
小
説
『
高
層
の
死
角
』
が

江
戸
川
乱
歩
賞
を
受
賞
。
そ
の
後
、

次
々
と
ヒ
ッ
ト
作
を
生
み
出
し
て
い
く
。

そ
し
て
、

年
に
発
表
さ
れ
た

『
人
間
の
証
明
』
で
日
本
を
代
表
す
る

推
理
小
説
作
家
と
し
て
そ
の
地
位
を

確
立
し
た
。

万
部
の
大
ベ
ス
ト

セ
ラ
ー
は
映
画
化
さ
れ
、『
青
春
の
証
明
』

『
野
性
の
証
明
』へ
と
続
き
、

年
に
発
表
し
た
『
悪
魔
の
飽
食
』
で
は

旧
日
本
軍

部
隊
の
実
態
を
明

ら
か
に
し
社
会
問
題
に
も
な
っ
た
。

厚
木
か
ら
町
田
に
仕
事
場
を
移
し

た
の
は

年
。
以
来
、
30
年
近

く
町
田
の
地
か
ら
多
く
の
作
品
を
世
に

送
り
出
し
た
。
閑
静
で
文
化
的
な
街

も
お
気
に
入
り
で
、
近
く
に
は
行
き
つ

け
の
珈
琲
店
も
あ
る
。
文
学
館
の
創
設

に
あ
た
り
、

年
か
ら
翌
年
に

か
け
て
開
設
準
備
懇
談
会
委
員
長
と

し
て
尽
力
、
そ
の
後
も
企
画
展
や
写

真
俳
句
コ
ン
テ
ス
ト
の
開
催
に
関
わ
り
、

資
料
を
寄
贈
す
る
な
ど
町
田
愛
も
滲

ま
せ
る
。

年
に
作
家
生
活
50
周
年

を
迎
え
た
森
村
氏
。
50
周
年
記
念
作

品
と
し
て
圧
倒
的
な
ス
ケ
ー
ル
の
大
河

ロ
マ
ン
『
運
命
の
花
び
ら
』
は
通
算

冊
目
で
、
著
作
は
現
在

冊
を
超
え
た
。
ゴ
ー
ル
の
な
い
作
家
と

い
う
人
生
の
中
で
、
原
稿
用
紙
に
ペ
ン

を
走
ら
せ
る
日
々
は
今
も
続
い
て
い
る
。

た
か 

が
き 

ひ
と
み

う
ん   

の   

じ
ゆ
う 

ざ

お  

さ
ら
ぎ

た
ん

ど
く

か
じ 

や
ま 

と
し  

ゆ
き

ゆ
き  

し
ろ  

け
い   

た   

ろ
う

さ
さ 

ざ
わ   

さ     

ほ

じ    

ろ
う

『
人
間
の
証
明
』の
大
ヒ
ッ
ト
で
知
ら
れ
る

作
家
・
森
村
誠
一
。

社
会
と
人
間
の
関
係
性
を
見
据
え
る
鋭
い
視
点
で

こ
れ
ま
で
数
多
く
の
作
品
を
世
に
送
り
出
し
て
き
た
。

そ
の
ジ
ャ
ン
ル
は
推
理
小
説
や
時
代
小
説
、ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
多
岐
に
亘
り

写
真
俳
句
に
も
精
力
的
だ
。

作
家
と
し
て
半
世
紀
を
超
え
執
筆
意
欲
は
止
る
こ
と
な
く
、

今
で
も
彼
は
途
上
に
あ
り
続
け
る
。

1. 仕事場での執筆風景　2. 写真と俳句を組
み合わせた『写真俳句』の句集やハウツー本の
著書も。散歩中に撮影することも多いという
3. 森村作品の代表作。左から『悪魔の飽食』
『人間の証明』『高層の死角』　4. 1977年9月、
新宿の紀伊国屋書店で行われた『野性の証
明』サイン会　5. 『人間の証明』執筆ノート。
『母さん、僕のあの帽子どうしたんでしょうね』
という西條八十の詩は映画のキャッチフレー
ズになった


